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環境の経済評価では，環境に対する選好の多様性をモデル化することが重要な課題の一つとなっ

ているが，そのためのアプローチとして回答者を異なる集団（セグメント）に分類し，セグメント

ごとに選好パラメータを推定する潜在セグメントモデルが注目されている。ただし，潜在セグメン

トモデルでは，推定されるパラメータの数が多く，通常の最尤法では推定に失敗することが多いた

め，EMアルゴリズムの適用を検討した。EMアルゴリズムは，すべてのパラメータを同時に推定

する代わりに，各セグメントのパラメータを別々に推定するプロセスを反復することで最尤推定値

を得る方法である。尤度関数が複雑な場合や推定するパラメータの数が多く，通常の最尤法では推

定に失敗する場合でも，EMアルゴリズムを用いることで推定が可能となることが多い。ただし，

EMアルゴリズムは局所的最適値に収束する可能性があることが知られており，EMアルゴリズム

の推定値が必ずしも最尤推定値と一致するとは限らない。

そこで，本研究では，潜在セグメントモデルに EMアルゴリズムを適用したときの推定可能性を

モンテカルロ・シミュレーションによって分析する。すなわち，選好パラメータとしてある想定値

を設定し，この想定値に基づいて構築された仮想的な回答データに対して EMアルゴリズムを用い

て推定した上で，推定結果が元の想定値を正しく再現できるか否かを見ることで，EMアルゴリズ

ムの性能を確認する。また，先行研究では，セグメントの所属確率を直接推定する方法が用いられ

ているが，本研究では，回答者がどのセグメントに所属するかを示すメンバーシップ関数を導入し

たときに EMアルゴリズムを適用する方法についても検討を行った。

モンテカルロ・シミュレーションでは，セグメントの所属確率を直接推定する方法（モデル１）

とメンバーシップ関数を用いる方法（モデル２）の両者で比較を行った。その結果，セグメント数

が多く通常の最尤法では推定が困難な場合であっても，どちらのモデルでも EMアルゴリズムを適

用することで推定値が得られることが示された。また，メンバーシップ関数を用いないモデル１で

あっても，所属確率が高いセグメントに関しては効用関数を正しく再現できることが分かった。一

方で，メンバーシップ関数については，有意とはならないものが多く，EMアルゴリズムを用いて

もメンバーシップ関数を正しく再現することは難しいことが示された。
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